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北
海
道
岩
見
沢
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
ク

ピ
ド
・
フ
ェ
ア
で
指
導
員
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
近
藤
道
夫
さ
ん
。
近
藤
さ
ん
は
、
施
設
の
中

で
始
め
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
同
好
会
を
、
自
ら
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
開
発
室
長
と
な
っ
て
事
業
に
育

て
上
げ
た
。
そ
し
て
独
立
し
て
、
障
害
者
と
共

に
働
く
会
社
、
株
式
会
社
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
イ

ド
・
リ
サ
ー
チ
を
設
立
し
た
。

同
社
の
主
な
仕
事
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
制
作
、
シ
ス
テ
ム
開
発
、
デ
バ
イ
ス
設
計
、

福
祉
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
。
社
員
は
一
一
名

（
う
ち
障
害
者
二
名
）。
岩
見
沢
、
札
幌
に
事
業

所
が
あ
る
。

こ
こ
で
働
く
附
田
裕
幸
さ
ん
（
二
二
歳
）
と

佐
々
木
皇
太
郎
さ
ん
（
二
一
歳
）
は
、
と
も
に

車
い
す
で
の
生
活
だ
。

附
田
さ
ん
は
、
襟
裳
岬
近
く
の
町
で
生
ま
れ

育
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
車
い
す
で
の
生
活
だ

っ
た
が
、
中
学
校
ま
で
地
元
の
普
通
校
で
過
ご

し
、
高
校
は
親
も
と
か
ら
離
れ
岩
見
沢
高
等
養

護
学
校
へ
進
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
興
味
を
持
ち
、本
格
的
に
学
び
始
め
た
。

卒
業
後
、
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
科
）
で
一
年
間
勉
強
し

た
。
実
習
で
近
藤
さ
ん
の
会
社
を
訪
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
入
社
、
一
年
半
に
な
る
。
附
田

さ
ん
の
主
な
仕
事
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
等
を
担
当
し
て
い
る
。

会社の先輩、高田理仁さんの車に同乗して通勤する出勤してまず朝礼。近藤社長からさまざまな指示を受けて仕事が始まる

附田裕幸さん。札幌市中央区の
マンションで、派遣ヘルパーさ
んに手伝ってもらいながら一人
で生活している。昨冬から始め
たチェアスキー。今冬は本格的
に挑戦するという
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附
田
さ
ん
や
佐
々
木
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
を
見

る
近
藤
さ
ん
は
、「
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
が

使
え
て
、
能
力
が
あ
れ
ば
問
題
な
い
。
事
業
主

は
ぜ
ひ
、
お
そ
れ
ず
に
実
習
生
等
を
受
け
入
れ

て
試
し
て
ほ
し
い
。
こ
う
し
た
交
流
が
、
会
社

に
利
を
生
み
出
し
ま
す
」
と
情
熱
的
に
話
し
て

く
れ
た
。

■
本
社
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キーボードから離れ、隣接する小規模事業所「あかりの家」のメンバーとくつろぐ

近藤道夫社長（49歳）。平成
13年１月、株式会社ソーシャ
ル・エイド・リサーチを創
立。隣接してNPO法人障が
い者就労支援の会を設立し、
小規模事業所「あかりの家」
の施設長も務めるなど忙しい
毎日を過ごす

ここここででのの仕仕事事ににはは機機密密情情報報ががいいっっぱぱいいのの重重要要ななももののばばかかりり。。
慎慎重重にに仕仕事事をを進進めめるる附附田田ささんん

システム開発事業部の会議

先輩の榎本勝美さん（写真中）、高田理仁さんたちの技術や取り組み方をより多く
学んで、「ないものを、一から立ち上げられるようになりたい」という附田さん
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佐々木皇太郎さんは、附田さんと同じ高等
養護学校の一年後輩。福祉アライアンス部
門（申請、請求のコンサルタント）で活躍
している

二人の母校である岩見沢高等養護学
校を訪れ、後輩たちに経験談を話す
佐々木さん（写真提供：北海道岩見
沢高等養護学校）


